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古屋 玲

#342 24-28担当

00
から  ：オリオン南部を含めたおそらく始めての多輝線観測. 基本的なデータの提⽰論⽂.

               だが堅実な解析, 続編を⼤いに期待.

01 04

から  ：研究⽬標はこの分野の最重要課題. 物理的因果関係がないから無相関だったのかもしれないが, 解析の粗さが⽬⽴つ, それに起因?05 08

から  ：やや質量の⼤きい若い星の時間変動観測, 解析は緻密, 星と円盤がcorotationする半径の質量依存性を明らかにした.09 15

から  ：現実的なシュミレーションのために輻射場の取り扱い法を研究：輻射の源が複数の場合かつ広いエネルギー域の計算を可能にした.16 19
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モデルを介す.

使うモデルの妥当性を議論しているのがSect.7.1 15
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